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(経口シリコンナノ成分剤は腎線維化を抑制する) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

慢性腎臓病(CKD)が進行する過程で共通して認められる病態は腎間質の線維化であり、これは酸化ストレスで促進され

ることが知られている。水素投与の酸化ストレス軽減を通じた臓器保護効果の報告は散見されるが、従来法である水

素ガス吸入や水素水飲用は汎用性、効率の問題から臨床応用は難しい。我々はシリコンナノ成分剤の経口投与が腸管

内で水素を多量に発生させ、酸化ストレスを軽減することを見出した。シリコンナノ成分剤による新規水素投与法が

腎線維化を抑制しうるか、およびその機序を解明する。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

腎線維化モデルとして片側尿管結紮（Unilateral ureteral obstruction:UUO）モデルを使用した。マウスをSham群、

Sham+シリコン(Silicon:Si)群、UUO群、UUO＋Si群の4群に分け、術後1日目、14日目の腎組織を比較した。 

術後14日目において腎線維化領域、尿細管細胞死数、線維化促進因子(TGF-β)および酸化ストレスマーカーである

4-hydroxy-2-nonenalの発現は、UUO+Si群でUUO群に比べ有意に低下した（p<0.05）。また、RNA-sequencingを用いた

Gene ontology(GO)解析, Pathway解析では、線維化に関連するGO, PathwayもUUO群に比べUUO+Si群で有意に抑制され

ていた。術後1日目のRNA-sequencingと免疫組織化学染色では、補体であるC3の腎間質における発現がUUO+Si群でUUO

群に比べて有意に低下していた。 

〔総 括(Conclusion)〕 

シリコンナノ成分剤は、腎局所の酸化ストレス、早期の補体活性、尿細管細胞死、線維化促進因子を抑制することに

より、腎線維化を改善した。シリコンナノ成分剤は腎線維化に対する新たな治療の選択肢となる可能性が示唆された。

 




